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1-3 危険、警告、注記の定義 

本取扱説明書では、表示内容を無視して誤った取り扱いをしたときに生じる被害の程度を、以下のように区分して説明

します。 

 

 危険 取り扱いを誤った場合、人命、人体または物に重大な被害を及ぼすことが想定されることを
意味します。 

 警告 取り扱いを誤った場合、身体または物に重大な被害を及ぼすことが想定されることを意味し
ます。 

 注意 取り扱いを誤った場合、身体または物に軽微な被害を及ぼすことが想定されることを意味し
ます。 

 

その他、取り扱い上のアドバイスを、以下のように表示して説明します。 

注記 本器を取り扱う上で知っていると役に立つ事項を意味します。 

 

 

1-4 CE マーキング仕様の確認 

CE マーキングに適合している仕様の場合、製品に CE マークが貼り付けられています。ご使用になる前に製品の仕様

をご確認ください。 

なお、CE マーキング仕様の製品をご使用になる場合は、巻末の自己宣言書（Declaration of Conformity）を参照してく

ださい。 

CE マーキングの仕様は、フロントカバー裏面に貼り付けられた銘板に記載されています。 

 

 

 

 

CE マーク貼り付け位置 
（フロントカバー裏面） 

CE マーク 
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2 

安全上、大切なお知らせ 
2-1 危険事項 

 危険 

 本器は、非防爆構造の機器です。爆発下限界以上のガスを検知することは、絶対にしないでください。  
 

2-2 警告事項 

 警告 

電源について 

 電源投入時には、所定の電圧であることを必ず確認した上で本器の電源を入れてください。また、不安定な電

源は誤動作につながるため使用しないでください。 

保護接地の必要性 

 本器の保護接地線を切断したり、保護接地端子の結線を外したりしないでください。 

保護機能の欠陥 

 本器を作動させる前に、保護機能に欠陥がないか確認してください。 

保護接地などの保護機能に欠陥があると思われる場合は、本器を作動させないでください。 

外部接続 

 保護接地を確実に行ってから、検知対象や外部制御回路への接続を行ってください。 

配管について 

 サンプリング配管口に過大な圧力がかからないようにしてください。 

本器は大気圧状態の雰囲気ガスを吸引してガス検知を行います。本器のサンプリング配管口（GAS IN、GAS 

OUT）に過大な圧力をかけると、内部から検知ガスが漏洩する可能性があり危険です。 

 検知後の排気ガスは本体下面にある検知ガス排出口（GAS OUT）に排気用配管を接続し、安全と判断できる

場所に排出してください。 

センサの取り扱い 

 センサを絶対に分解しないでください。 

定電位電解式センサ（ESF）には電解液が入っています。電解液に触れると、皮膚がただれるおそれがありま

す。また、目に入ると失明するおそれがあります。衣服に付着した場合は、変色したり、穴があいたりするおそ

れがあります。 

万一、電解液に触れた場合は、触れた部分を直ちに水で洗浄してください。 

周辺空気でのゼロ校正（エア校正） 

 ゼロ校正を周辺空気で行う場合（酸欠警報仕様ではエア校正）は、周辺が新鮮な大気であることを確認してか

ら行ってください。雑ガスなどが存在する状態で行うと、正しい校正ができません。また、実際にガスが漏洩して

いる場合、正しく検知できず大変危険です。 
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ガスのある環境での作動 

 可燃性、爆発性のガス、または蒸気のある場所で本器を作動させないでください。そのような環境下で本器を

作動すると、大変危険です。 

ガス警報が出たときの対応 

 ガス警報が発報された場合は大変危険です。お客様の判断により安全を確保した上で、適切な処置を行ってく

ださい。 

 検知されたガスの種類によってはセンサ特性を著しく劣化させる場合があります。ガス警報が発報された場合

は、本器に搭載されている全てのセンサのガス感度の確認として、点検することを推奨します。  
 

2-3 注意事項 

 注意 

本器の近くでは、トランシーバーを使用しないでください。 

 本器の近くやケーブルの近くでトランシーバーなどによる電波を発すると、指示に影響を及ぼす場合がありま

す。トランシーバーなどを使用する場合は、本器の動作に影響の出ないところで使用してください。 

電源の再投入は、5 秒以上の間隔を空けてください。 

 5 秒以内に電源を再投入すると正常な動作をしない場合があります。 

流量表示が規定流量であることを確認してから使用してください。 

 規定流量でない場合、正しくガス検知ができません。流量が不安定になっていないか、喪失していないか確認

してください。 

ダストフィルタを取り付けてください。 

 本器を使用する場合は、ガスによる吸着や雰囲気中のダストによる影響を避けるため、指定のフィルタを付け

てください。 

ダストフィルタは検知するガスによって異なります。詳細は弊社営業部へお問い合わせください。 

配管中に結露が発生しないよう使用範囲を守ってください。 

 配管中に結露が発生すると、ガスが吸着したり、詰まったりするなどして正確にガス検知ができなくなります。

本器の設置環境とあわせて、サンプリング先の温度や湿度には十分注意し、配管中に結露などが発生しない

ようにしてください。特に強酸性ガスなど、水分に溶解して腐食性が増すガスを検知する場合は、ガス検知がで

きなくなるだけでなく、内部部品が腐食するおそれがあります。 

本器の外部出力を利用して他の機器の制御に使用しないでください。 

 本器は制御機器ではありません。本器の外部出力を利用して他の機器の制御に利用することは絶対にしない

でください。 

本器を分解したり、改造したりしてむやみに設定変更をしないでください。 

 本器を分解、改造すると、性能が保証できなくなります。また内容を把握しないでむやみに設定を変更すると、

警報が正常に動作しなくなることがあります。 

本取扱説明書をよく読んで、正しく使用してください。 

定期的な点検を必ず行ってください。 

 本器は保安計器です。安全確保のため、定期的な点検を必ず行ってください。点検を行わずに使用を続ける

と、センサの感度が変化し、正確なガス検知ができません。  
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4  

設置方法 
4-1 設置に関する留意事項 

以下の注意事項を必ず守って設置作業を行ってください。 

注意事項を守らないと、本器に故障が生じ、正常なガス検知が行えない場合があります。 

 注意 

 本器は精密機器です。本器を設置する場所（環境）によっては性能を発揮できない場合があります。設置場所

の環境を確認し、状況に応じて必要な処置をしてください。 

 本器は、保安防災上重要な役割を果たすため、効果的な場所に必要な点数を設置してください。 

 ガスの種類や作業エリアにより、ガス漏れしやすい場所や滞留しやすい場所は異なります。場所や点数を十分

考慮し、設置してください。  
 

＜振動衝撃のある場所には設置しないこと＞ 
本器は精密な電子部品で構成されています。振動、衝撃などがなく、落下などのおそれのない安定した場所に設置し

てください。 

＜水・油・薬品などがかかるような場所には設置しないこと＞ 
水、油、薬品などの液体がかかるような場所は避けて設置してください。 

＜温度が-10 ℃未満または 40 ℃を超える場所には設置しないこと＞ 
本器の使用温度範囲は-10 ℃から 40 ℃です。使用温度範囲を超えない安定した場所に設置してください。 

＜直射日光の当たる場所や温度の急変する場所には設置しないこと＞ 
直射日光や輻射熱（高温なものから放射される赤外線）が当たる場所、機器の温度が急変するような場所は避けて設

置してください。 

機器内部が結露したり、急激な温度変動に追従できないことがあります。 

＜ノイズ源となる機器から隔離すること（本体およびケーブル）＞ 
周囲に高周波機器や高電圧機器のある場所は避けて設置してください。 

電磁波ノイズなどの影響を受ける場合があります。 

＜メンテナンスのできない場所や作業に危険を伴う場所には設置しないこと＞ 
本器は定期的にメンテナンスが必要です。 

メンテナンスのできない場所や、作業に危険を伴う以下のような場所には設置しないでください。 

 装置内など、メンテナンス時に装置を停止させる必要がある場所 

 装置の一部を取り外さないとメンテナンスができない場所 

 配管やラックなどによって本器が外せない場所 

 高圧線の近くなどメンテナンス作業時に危険を伴う場所 
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被雷すると、雷のエネルギーでケーブルに接続されている機器が破壊されることがあります。また、ケーブルを金属

管に入れたり、地下埋設しても雷によって発生する誘導雷サージを完全に防ぐことはできません。雷による被災を完

全に取り除くことはできませんが、対策として以下のような方法があります。 

＜被雷対策＞ 

設備の重要度や環境に応じて、適切に処置をしてください。 

 伝送信号路などに光ファイバーなどを介して接続する方法 

 避雷器（ケーブル保安器）による対策 

万一、誘導雷サージがケーブルに乗ってきた場合の対策として、フィールド機器および中央処理装置の手前に避雷器

（ケーブル保安器）を設置する方法があります。使用方法は避雷器メーカーにお問い合わせください。 

＜接地処理＞ 

サージノイズは、雷や雷以外からも発生します。これらの原因から本器を保護するために、本器を接地してください。 

注記 
 避雷器には、フィールド機器の破壊原因となるサージ電圧を取り除くための回路が入っています。そのため、

避雷器を設置することにより信号が減衰する場合があります。 

避雷器を設置するときには、あらかじめ動作を確認してから使用してください。また、避雷器によってすべての

サージ電圧を取り除くことはできません。  

＜警報接点を正しく使用する＞ 
本器の警報接点は外部ブザーや警報表示灯、回転灯などを動作させるための信号伝達手段を使用目的としています｡ 

制御の用途など（例えば遮断弁の制御）には使用しないでください。 

 注意 

 リレー接点を常時閉にて使用する場合、微小な振動により接点部の焼き付きが発生する場合があります。 

 無励磁状態の b 接点（ブレーク接点）は外力などの物理的な衝撃によって、瞬時的な開（オープン）動作が発生

することがあります。 

 警報接点を b 接点で使用する場合は、瞬時的な動作が発生することを配慮し、b 接点受信側で信号の遅延動

作（1 秒程度）を加えるなどの対策をしてください。  
  
本器の警報接点仕様は抵抗負荷の条件による仕様です。警報接点で誘導負荷を使用する場合、接点部に逆起電力

が発生するため、以下の障害が発生しやすくなります。 

 リレー接点部の溶着、絶縁不良、接触不良 

 本器の内部で高電圧が発生することによる不特定電気部品の破壊 

 CPU の暴走による異常動作 

 注意 

 原則として、本器の警報接点で誘導負荷を動作させないでください。特に蛍光灯、モーターなどの動作には絶

対に使用しないでください。 

 誘導負荷を動作させる場合、外部リレーで中継（接点増幅）をしてください。ただし、外部リレーのコイルも誘導

負荷に該当するため、低電圧（AC 100 V 以内）で駆動するリレーを使用し、適切なサージ吸収部品（CR 回路

など）で本器の接点を保護してください。  
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4-4-2 本体を設置する（GD-70D 互換用取り付け板を使用） 
 

 注意 

 GD-70D 互換用取り付け板と設置面に隙間がないように取り付けてください。 

隙間があると不必要な振動や騒音の原因となります。 

 本器を設置する場合は、GAS IN、GAS OUT に装着されている保護用ゴムキャップを必ず取り外してくださ

い。 

保護用ゴムキャップを付けたまま設置すると、電源を ON にしたときにポンプやセンサに負担がかかり、破損

するおそれがあります。  
 

＜ET 仕様＞ 

1 GD-70D 互換用取り付け板を、ダブルセムス

ねじ（M4/M5）4 本で設置面に固定する 

取り付けねじ 3 本または 4 本用の GD-70D

互換用取り付け板を使用する場合は、ダブル

セムスねじ（M4/M5）3 本でも設置面に固定で

きます。 

取り付け用のねじは以下を推奨します。 

・ ねじ種類：ダブルセムスねじ M4 または M5 

・ ねじ長さ：8 mm 以上 

 

 
 

 

 

 

ダブルセムスねじ 3 本で固定する場合は、取

り付けねじ 3 本または 4 本用の取り付け板を

使用してください。取り付けねじ 4 本用の取り

付け板は使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜ダブルセムスねじ 4 本で固定する場合＞ 

取り付けねじ 4 本用 
取り付け板 

取り付けねじ 3 本または 4 本用 
取り付け板 

＜ダブルセムスねじ 3 本で固定する場合＞ 

取り付けねじ 3 本または 4 本用 
取り付け板 
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＜適合棒端子＞ 
棒端子を使用する場合は、以下のものを使用してください。 

 棒端子（フェルール）：型式 216 シリーズ（WAGO 製） 

 圧着工具：型式バリオクリンプ 4（206 - 204）（WAGO 製） 

 注意 

 棒端子は必ず指定品を使用してください。指定以外の棒端子を使用した場合は、性能の保証はできません。  
  

4-6-3 端子台への接続 

端子台にケーブルを接続する場合は、マイナスドライバ（幅 3.5 mm 以下、厚さ 0.5 mm 以下）を使用してください。 

 注意 

 必ず正しい工具を使用してください。 

 1 つの電線挿入口には原則として 1 本のケーブルのみ結線が可能です。  
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4-7 配管方法 

本器のサンプリング配管口（GAS IN、GAS OUT）に以下の図のように配管してください。 

適合する配管は、φ6（OD） - φ4（ID）のテフロン管です。 

 

 

注記 
 本器には、サンプリング配管口（GAS IN、GAS OUT）に Rc1/4 のねじ穴があり、標準品にはポリプロピレンの

ユニオンが付いています。ただし、使用するガスにより材質が異なるため、必要な場合はユニオンの材質を指

定してください。 

 配管する際は、付属のインナー、スリーブを取り付けて、漏れのないようにしてください。 

 配管を切断した場合は、切断面が内径より細くなっていることがあります。その場合は、必ず内径のサイズに

なるまでヤスリなどで広げてください。また、配管内に切り屑などが残らぬよう、圧縮空気などで清掃してから、

本器に接続してください。 

 サンプルガスによっては、吸着性や腐食性の強いガスがあります。配管の材質は、その点を考慮して決定して

ください。 

 本器単体での吸引流量は使用温度範囲内で約 0.6 L/min です。遠地点から吸引する場合の配管長などにつ

いては、弊社にご相談ください。  
 

 警告 

 サンプリング配管口に過大な圧力がかからないようにしてください。 

本器は大気圧状態の雰囲気のガスを吸引してガス検知を行います。本器のサンプリング配管口（GAS IN、

GAS OUT）に過大な圧力をかけると、内部から検知ガスが漏洩する可能性があり危険です。 

 検知後の排気ガスは本体下面にある検知ガス排出口（GAS OUT）に排気用配管を接続し、安全と判断できる

場所に排出してください。  
  

ユニオン 

インナー 

スリーブ 

配管 
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 注意 

 GAS IN 側の配管はできるだけ短くしてください。 

GAS IN 側の配管が長くなるほど、ガスの到達には時間がかかります。また、ガスによっては配管への吸着影

響も大きくなり、応答が遅れたり、指示値が低めに表示される可能性があります。 

 配管中に結露が発生しないようにしてください。 

サンプリング先の湿度が高い場合、配管中で結露するおそれがあります。特に強酸性ガスなど、水分に溶解し

て腐食性が増すガスを検知する場合は、ガス検知ができなくなるだけでなく、内部部品が腐食するおそれがあ

ります。 

 U 字や V 字となるような配管はしないでください。工事をする際は十分留意してください。 

 サンプルガスの採取口は、サンプルガスライン内での気体の流れや、ガスの発生過程などを十分考慮して決

定してください。 

 配管途中には必ず付属品のダストフィルタを取り付けてください。 

 配管の長さや材料について、詳細は弊社営業部へお問い合わせください。  
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5 

使用方法 
5-1 始動準備 

電源を接続する前に、以下の確認作業を行ってください。 

これらの確認を行わないと、感電の危険や本器を損傷するおそれがあります。 

 本器が接地されていることを確認してください。 

 外部との配線が正しく行われていることを確認してください。 

 供給電源電圧が定格内であることを確認してください。 

 調整中は外部接点が動作する場合があります。 

接点が動作した場合は、外部に影響が出ないように処置してください。 

 接続配管に詰まりや漏れがないことを確認してください。 

接続配管が詰まっていると、センサに圧力負荷がかかり、誤動作や故障の原因になります。また、センサによって

は指示変動を引き起こし、誤警報となる可能性があります。 

 フィルタが必要な場合は、フィルタが正しく取り付けられているか確認してください。また、検知対象ガスに合致した

フィルタが使用されているか確認してください。 
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 注意 

 イニシャルクリア中は絶対に電源を切らないでください。イニシャルクリア中はセンサメモリの読み出しを行って

います。 

 始動時やセンサ交換時などには、センサの種類に応じた暖機が必要になります。所定時間まで暖機運転を

行ってください。（‘11-2 センサの仕様’参照） 

 暖機運転中は、警報動作、出力信号が不安定となります。あらかじめ、関連部署へ通知するなどして、異常に

ならないようにしてください。 

 暖機運転終了後、流量表示が規定流量であることを確認し、ガス校正を行ってください。 

 電源投入時は、無通電の時間や環境によって指示が振れることがあります。その場合は、しばらく待てばゼロ

になります。  
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 警告 

 警報状態にあるときに、検知モードからユーザーモード、またはメンテナンスモードに切り替えると警報が解除

されます。  
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5-4-2 ユーザーモードに切り替える 

1 検知モードで MODE キーを長押しする（約 3 秒間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザーモードに切り替わります。 

 

設定が終了したら、ユーザーモードで MODE キーを長

押し（約 3 秒間）し、検知モードに切り替えます。 

 

 

 

 警告 

 操作が終了したら、MODE キーを長押しして、必ず検知モードに戻してください。 

本器は、調整・設定状態ではガスを検知しません。ユーザーモードのまま放置した場合、10 時間経過すると検

知モードに戻りますが、その間は無監視状態となり危険です。  
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・ 警報遅延表示 

警報遅延時間（秒）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ゼロサプレス値表示 

ゼロサプレス値が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ゼロ追尾 ON/OFF 表示 

ゼロ追尾設定の ON/OFF が表示されます。 

（‘6-4-2 ゼロ追尾機能’参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 感度補正 ON/OFF 表示 

感度補正の ON/OFF が表示されます。 

（‘6-4-3 感度補正機能’参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲キーを押すと、第一警報点表示に戻ります。 

 

 

3 MODE キーを押す 

［1- 2 CONFIRM］の表示に戻ります。 

  

第一警報点表示 
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注記 
 第一警報点、第二警報点、警報遅延時間はメンテナンスモードの環境設定 1 で設定できます。（‘7-9 環境設定

1 を行う’参照） 

 ゼロサプレス値、ゼロ追尾 ON/OFF 設定、感度補正 ON/OFF 設定は、メンテナンスモードの環境設定 2 で設

定できます。（‘7-10 環境設定 2 を行う’参照）  
 

5-6-2 流量値を確認する（FLOW） 

現在の流量値（L/min）を表示します。 

1 ユーザーモードで、▲キーまたは▼キーを押して［1- 3 FLOW］

を選択し、TEST/SET キーを押す 
 

 

 

 

 

 

 

2 現在の流量値（L/min）を確認する 

流路 A と流路 B の合計値が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

3 MODE キーを押す 

［1- 3 FLOW］の表示に戻ります。 

 

 

  



5. 使用方法 5-6 設定値を確認する（ユーザーモード） 

60 / 192 

5-6-3 本体のバージョンを確認する（84D VER） 

本体の ROM/SUM 値と接点ユニットの ROM/SUM 値を表示します。 

接点ユニットの ROM/SUM 値は、4-20mA 仕様、EA 仕様の場合にのみ表示されます。 

1 ユーザーモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［1- 5 84D VER］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ROM/SUM 値を確認する 

▲キーまたは▼キーを押して、本体と接点ユニットの

ROM/SUM 値の表示を切り替えます。 

 

・ 本体の ROM/SUM 値表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 接点ユニットの ROM/SUM 値表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 MODE キーを押す 

［1- 5 84D VER］の表示に戻ります。 
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6-1-4 ガス警報時の対応 

ガス警報が発報されたときはお客様の管理ルールに従い、速やかに対応してください。 

一般的には、以下の対応を行います。 

Step1 本器の指示値を確認する 

 注意 

 瞬間的なガス漏れの場合、確認した時点では既に指示が低下していることがあります。ガス警報以外のノイズ

や偶発的な条件によって、一時的に警報状態になった場合にも指示が低下していることがあります。  
 

Step2 ガス警報管理濃度に基づき、監視区域から人を遠ざけて安全を確保する 

Step3 ガス濃度表示が継続している場合は、原因となるガスの元栓を閉じて、ガス濃度が低下したことを確認する 

Step4 ガスが残っていることを想定し、危険を回避できる装備をした上でガス漏洩現場に行き、ポータブルガス検知

器などによりガスの残存状況を確認する 

Step5 危険がないことを確認し、ガス漏洩に対する処置を行う 

 注意 

 フルスケールオーバーを長時間維持している場合や高濃度ガスが接触した可能性がある場合は、センサがダ

メージを受けている可能性があります。弊社営業部にご連絡ください。 

 検知されたガスの種類によってはセンサ特性を著しく劣化させる場合があります。ガス警報が発報された場合

は、本器に搭載されている全てのセンサのガス感度を確認するため、点検することを推奨します。  
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＜GD-84D-ET 通信仕様（Ethernet）＞ 
標準的なネットワークプロトコルを使用して、外部のソフトウェアと連携した以下の機能を提供します。詳細については

‘ガス検知部 GD-84D シリーズ（Ethernet 仕様）通信機能説明書’を参照してください。 

 Web 機能（HTTP） 

上位 PC の Web ブラウザを使って、設定値の参照や変更、校正・テストをグラフィカルな画面で実行することがで

きます。 

 メール送信機能（SMTP） 

ガス警報または故障警報が発報した時に、外部のメールサーバから登録された宛先にメールで通知することがで

きます。 

 時刻同期機能（SNTP） 

時刻サーバから時刻情報を取得して、定期的に時計のズレを修正することができます。 

 Modbus スレーブ機能（Modbus/TCP） 

Modbus のスレーブとして動作し、読み込みリクエストの応答で設定値を返したり、書き込みリクエストで設定値を

変更したりできます。 

 PLC との連携機能（FINS・MC） 

PLC へ設定値を送信し、PLC がラダープログラムで処理するための情報を提供します。また、PLC からの読み込

みを行い、設定値の変更や校正・テストを実行することができます。 
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6-4 正確な警報を行うための各種機能 
 

6-4-1 ゼロサプレス機能 

本器に使用されているセンサは、環境変化による影響（温度特性、湿度特性など）や干渉ガスによる影響（干渉特性）

を受けるため、本器の指示値に影響を及ぼします。そのため、正常時であってもゼロレベル付近では指示値の変動

が見られることがあります。 

ゼロサプレス機能は、このゼロレベル付近の環境変化や干渉ガスなどの影響を目立たなくするための機能です。この

機能を使用すると、設定値未満の指示変動を見えないように隠し（ゼロサプレッション）、ゼロ（酸素の場合は［20.9］

（vol%））を指示するようになります。 

 

例えば、HF の場合は以下のようになります。 

 

 ＜ゼロサプレス機能なし＞ ＜ゼロサプレス機能あり＞ 

   

 ゼロレベル付近の変動が指示値として表示 標準設定値（6 % F.S.（0.09 ppm））まではゼロを表示 

注記 
 ゼロサプレス機能の標準設定値は、センサの仕様によって異なります。 

 メンテナンスモードでは本機能は解除され、設定値未満の指示変動が起こります。 

 酸欠警報仕様のセンサ（ESF-X24P：0 - 25 vol%）を装着した場合は、正常値である大気（20.9 vol%）に対して

ゼロサプレス機能が働きます。この場合、20.9 vol%付近の指示変動であれば、［20.9］（vol%）を指示するよう

になります（AIR サプレッション）。  
 

 注意 

 マイナス側のサプレス値（ゼロ潜り）にはフルスケールの 10 %のサプレッションがかかっています。ゼロ潜りが

フルスケールの 10 %以上になると［-0.0］と表示されますが、この状態では正確なガス検知は行えません。ゼ

ロ校正を行ってください。  
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6-4-4 校正履歴機能／警報トレンド履歴機能／イベント履歴機能 

本器およびセンサには、それぞれ履歴機能があります。 

校正履歴機能、警報トレンド履歴機能、イベント履歴機能をご使用になる場合は、弊社営業部にお問い合わせください。 
 

6-4-5 センサ自動認識機能 

本器にはセンサを交換した場合や、センサの仕様を変更した場合にセンサを自動認識する機能があります。 

異なる製造番号のセンサや、異なる原理または仕様のセンサが装着された場合は、誤装着を防ぐため以下のように

表示されます。 

＜同一仕様に交換した場合＞ 
定期交換時など、同一仕様のセンサ（原理、型式など）と交換した場合は［C-01］が表示されます。 

TEST/SET キーを押すと新しいセンサとして認識し、起動します。 

＜異なる仕様に交換した場合＞ 
実装されていたセンサと異なる仕様のセンサ（原理、型式など）に交換した場合は、［C-02］が表示されます。 

TEST/SET キーを押すと、新規仕様のセンサとして認識し、起動します。 

仕様の変更を目的としていない場合は、誤装着の可能性があります。センサを確認してください。 

 

＜正しく交換できなかった場合＞ 
センサの組み合わせに異常があった場合や、使用不可なセンサがあった場合は、［C-03］または［C-04］が表示され、

検知モードに戻ることができません。 

センサの組み合わせ（並び順）を確認し、弊社営業部にご連絡ください。 
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7-3-2 メンテナンスモードに切り替える 

1 検知モードで MODE キーを長押しする（約 3 秒間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザーモードに切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［1-8 M MODE］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 TEST/SET キーを長押しする（約 3 秒間） 
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メンテナンスモードに切り替わります。 

 

設定が終了したら、メンテナンスモードで MODE キーを長押し（約

3 秒間）し、検知モードに切り替えます。 

 

 

 

 

 

 警告 

 操作が終了したら、メンテナンスモードで MODE キーを長押しして、必ず検知モードに戻してください。本器

は、調整・設定状態ではガスを検知しません。メンテナンスモードのまま放置した場合、10 時間経過すると検知

モードに戻ります。ただし、環境設定 1（[2-9 SETTING1]>[SET-3 MAINTE]）内の設定のまま放置した場合

は、交換作業中の可能性があるため検知モードには戻りません。その間は無監視状態となり危険です。注意し

てください。  
 

注記 
 パスワード設定が ON の場合は、メンテナンスモードへの切り替え時にパスワードの入力が必要です。 

 パスワードは、弊社があらかじめ設定しています。ご不明の場合は、弊社営業部までお問い合わせください。 

 メンテナンスモードで［2-15 RETURN］を選択し、TEST/SET キーを押すとユーザーモードに切り替わります。  
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7-4 ガス導入テストを行う 

センサが正しくガスに反応するか動作確認を行います。 

接点動作、外部出力動作、警報動作をすることなくセンサの動作を確認できます。 

ガス導入テストはセンサごと、またはすべてのセンサを同時に行うことができます。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-0 GAS TEST］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

2 ガス導入テストを行うセンサに合わせて、本器の流路を切り

替える 

センサごとにガス導入テストを行う場合は、センサに合わせ

てチャンバ切替ユニットの流路を切り替えてください。チャン

バ切替ユニットの流路の切り替えについては、‘7-5-3 校正

用ガスの接続’の‘＜センサごとにガス校正を行う場合＞’

の手順 1 から手順 4 を参照してください。 

全てのセンサのガス導入テストを行う場合、流路の切り替え

は不要です。 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押してガス導入テストを行うセンサを

選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔

［B2］⇔全選択の順に切り替わります。 

 

4 本器にガス導入テスト用ガス袋と排気用ガス袋を接続し、ガ

スを導入する 

ガス導入テスト用ガス袋の接続については、‘7-5-3 校正用

ガスの接続’を参照してください。 

 

5 選択したセンサに濃度が表示されていることを確認する 

 

6 本器からガス導入テスト用のガスを取り外す 

ガス導入テストが終了したら、ガス導入テスト用ガス袋と排気用ガス袋を取り外します。（‘7-5-4 校正用ガスの取

り外し’参照） 

センサごとにガス導入テストを行った場合は、チャンバ切替ユニットを［D］（検知モード）の位置に戻してください。 

 

7 MODE キーを押す 

［2-0 GAS TEST］の表示に戻ります。 

 

8 MODE キーを長押し（約 3 秒間）して検知モードに切り替える 
 

注記 
 センサごとにガス導入テストを行う場合、選択したセンサと流路が一致していないと濃度の表示が［----］となり、

ポンプが停止します。この場合は、チャンバ切替ユニットの流路を切り替えてから、いったん手順 3 の画面で

異なるセンサを選択し、その後、ガス導入テストを行うセンサを再度選択してください。  

  

［A1］を選択の場合 全選択の場合 
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7-5 ガス校正を行う 
 
ガス校正を行う前に、校正用のガスを採取したガス袋と排気用ガス袋を準備してください。 

7-5-1 ゼロ校正を行う 

ゼロ校正が正しく行われていないと、ガス濃度を正確に測定することができません。 

正確な測定を行うため、必ずゼロ校正を行ってください。 

ゼロ校正はセンサごと、またはすべてのセンサを同時に行うことができます。 

 警告 

 ゼロ校正を周辺空気で行う場合は、周辺が清浄な大気であることを確認してから行ってください。雑ガスなどが

存在する状態でゼロ校正を行うと、正しい校正が行えず、実際にガスが漏洩した場合に危険です。  
 

 注意 

 ゼロ校正は、ゼロ校正用のガスを導入し、指示が安定してから行ってください。 

 ゼロ校正は、ゼロ校正用のガスで行ってください。間違ったガスを導入すると、センサによっては指示精度が悪

くなったり、応答が遅くなったりします。  
  

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-1 ZERO］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押してゼロ校正を行うセンサを選択

する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔

［B2］⇔全選択の順に切り替わります。 

選択中のセンサの［----］は点滅表示します。 

 

3 本器に校正⽤のガスを接続する 

本器にゼロ校正用ガス袋と排気用ガス袋を接続します。

（‘7-5-3 校正用ガスの接続’参照） 

センサごとにゼロ校正を行う場合は、選択したセンサに合わ

せてチャンバ切替ユニットの流路を切り替えてください。 

 

4 TEST/SET キーを押して校正するセンサを確定する 

  

全選択の場合 ［A1］を選択の場合 
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選択したセンサと流路が一致しているかのチェックが行わ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ゼロ校正用のガスを導入し、TEST/SET キーを押す 

ゼロ校正が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 ゼロ校正の結果を確認する 

ゼロ校正が成功した場合 

［OK］と表示され、手順 2 の表示に戻ります。 

 

ゼロ校正に失敗した場合 

［NG］と表示され、手順 2 の表示に戻ります。 

 
 
 
 

7 本器から校正用のガスを取り外す 

ゼロ校正が終了したら、ゼロ校正用ガス袋と排気用ガス袋を取り外します。（‘7-5-4 校正用ガスの取り外し’参照） 

センサごとにゼロ校正を行った場合は、チャンバ切替ユニットを［D］（検知モード）の位置に戻してください。 
 

8 MODE キーを押す 

［2-1 ZERO］の表示に戻ります。 

 

9 MODE キーを長押し（約 3 秒間）して検知モードに切り替える 

 

  

［A1］を選択の場合 全選択の場合 

［A1］を選択の場合 全選択の場合 

［A1］を選択の場合 全選択の場合 
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7-5-2 スパン校正を行う 

ガス濃度を正確に測定するために必要なスパン校正を行います。 

スパン校正はセンサごとに行います。 

 注意 

 スパン校正はスパン校正用のガスを導入し、指示が安定してから行ってください。 

 スパン校正はスパン校正用のガスで行ってください。間違ったガスを導入するとセンサによっては、指示精度

が悪くなったり、応答が遅くなったりします。 

 スパン校正用のガスの導入後は、エアまたはゼロ校正用ガスを供給し、5 分以上の間隔を空けてください。 

間隔が短い場合、正しい校正が行えないため、検知モードでの指示精度が悪くなったり、応答が遅くなったりし

ます。  
  

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して［2-2 SPAN］を選

択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押してスパン校正を行うセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の順に

切り替わります。 

選択中のセンサの［----］は点滅表示します。 

 

3 本器に校正⽤のガスを接続する 

本器にスパン校正用ガス袋と排気用ガス袋を接続します。（‘7-5-3 校

正用ガスの接続’参照） 

選択したセンサに合わせてチャンバ切替ユニットの流路を切り替えてく

ださい。 

 

4 TEST/SET キーを押して校正するセンサを確定する 
 

選択したセンサと流路が一致しているかのチェックが行われます。 
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5 スパン校正用のガスを導入し、濃度が安定したら TEST/SET キーを

押す 

濃度がフルスケールの 10%未満では、TEST/SET キーは動作しませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

6 ▲キーまたは▼キーを押して、導入したガス濃度に合わせます。 

酸欠警報仕様では、［20.9］（vol%）となるように調整してください。 

 

7 TEST/SET キーを押す 

スパン校正が開始されます。 

 

 

 

 

8 スパン校正の結果を確認する 

スパン校正が成功した場合 

［OK］と表示されます。 

 

スパン校正に失敗した場合 

［NG］と表示され、手順 2 の表示に戻ります。 

 

 

 

 

9 スパン校正の結果を記録する場合は、TEST/SET キーを、記録しない

場合は MODE キー押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

スパン校正が終了し、手順 2 の表示に戻ります。 
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10 本器から校正⽤のガスを取り外す 

スパン校正が終了したら、スパン校正用ガス袋と排気用ガス袋を取り外します。（‘7-5-4 校正用ガスの取り外し’

参照） 

チャンバ切替ユニットを［D］（検知モード）の位置に戻してください。 

 

11 MODE キーを押す 

［2-2 SPAN］の表示に戻ります。 

 

12 MODE キーを長押し（約 3 秒間）して検知モードに切り替える 
 

注記 
 手順 2 で SHIFT キーを押すと、押している間は選択しているセンサのスパン校正のマージンを表示できま

す。表示されているマージンは、本器を再始動するとリセットされます。  
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7-6 流量を調整する 

本器の流量は、流量自動調整機能により 0.6 L/min ± 10 ％（0.54 - 0.66）になるように自動的に調整されます。 

流量自動調整機能を OFF にすると、手動で流量を調整できます。 

注記 
 流量自動調整機能の ON/OFF はメンテナンスモードの環境設定 2 で設定できます。（‘7-10-11 流量自動調

整設定（AT FLOW）’参照）  
 

7-6-1 流量を確認する（FLOW） 

現在の流量を表示します。以下の内容が表示されます。 

 Ctrl ：流量自動調整機能の ON/OFF 設定 

   （流量自動調整機能が ON の場合は［Auto］、OFF の場合は［Manual］と表示されます。） 

 Output ：現在の出力の割合 

 LineA ：流路Ａの流量（L/min） 

 LineB ：流路Ｂの流量（L/min） 

 Total ：総流量（流路 A と流路Ｂの合計）（L/min） 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2- 6 FLOW］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 流量を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 MODE キーを押す 

［2- 6 FLOW］の表示に戻ります。 

 

  

流量自動調整：ON 流量自動調整：OFF 
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注記 
 手順 2 で流量表示中に SHIFT キーを押すと、押している間は以下の内容を確認できます。 

・ Diag. ：自己診断機能の ON/OFF 設定 

・ Reg.Diag. ：定期自己診断の ON/OFF 設定 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

7-6-2 流量を手動で調整する（FLOW） 

流量自動調整機能が OFF の場合は、手動で流量を調整できます。 
 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して［2- 6 FLOW］

を選択し、TEST/SET キーを押す 
 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押し、ポンプの出力を増減させて［LineA］

と［LineB］の流量がそれぞれ 0.28 L/min より高くなるように調整

する 

▲キーを押すごとに 0.5 %ずつポンプの出力が上がります。 

▼キーを押すごとに 0.5 %ずつポンプの出力が下がります。 

 
 
 

 

 

3 TEST/SET キーを押す 

ポンプ出力が設定され、［2- 6 FLOW］の表示に戻ります。 

 

注記 
 手順 3 で MODE キーを押すと、設定をキャンセルして［2- 6 FLOW］の表示に戻ることができます。  

  

流量自動調整：OFF 流量自動調整：ON 
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7-6-3 流量値を補正する（DEF FLOW） 

流量センサの経年劣化や、流量のデフォルト値をリセットしてしまった場合など、本器の流量表示に誤差が生じた場合

は流量表示が正しくなるように補正します。 

流量自動調整機能が ON、OFF のどちらの場合でも流量値を補正することができます。 

流量計（0.6 L/min を正確に示すもの）を準備し、本器に接続してください。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2- 5 DEF FLOW］を選択し、TEST/SET キーを押す 
 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［Pump output UP］または 

［Pump output DOWN］を選択し、TEST/SET キーを押す 

ポンプの出力を上げるときは［Pump output UP］を選択します。 

ポンプの出力を下げるときは［Pump output DOWN］を選択しま

す。 

ポンプの出力を増減させて、接続した流量計が 0.6 L/min ± 

10 %になるように調整します。 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［Flow Adjust］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

流量値が補正され、［2- 5 DEF FLOW］の表示に戻ります。 
 

注記 
 ［Flow Default］を選択し、TEST/SET キーを押すとデフォルトの補正係数に戻すことができます。 

 手順 3 で MODE キーを押すと、設定をキャンセルして［2- 5 DEF FLOW］の表示に戻ることができます。  
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7-7 設定値を確認する（メンテナンスモード） 
 

7-7-1 最終校正日を確認する（LAST CAL） 

センサごとの最終校正日を表示します。 

センサ製造時の校正以降に校正が行われていない場合、最終校正日は表示されません。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2- 3 LAST CAL］を選択し、TEST/SET キーを押す 
 

 

 

 

 

 

 

 

2 最終校正日を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 MODE キーを押す 

［2- 3 LAST CAL］の表示に戻ります。 

 

 

  

年 

月.日 

時：分 
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7-7-2 設定電位を確認する（E VOLT） 

定電位電解式センサ（ESF）の設定電圧、または半導体式センサ（SGF）、熱線型半導体式センサ（SHF）のエレメント

電圧を表示します。 
 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して［2- 4 E VOLT］を

選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 設定電位またはエレメント電圧を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 MODE キーを押す 

［2- 4 E VOLT］の表示に戻ります。 

 

7-7-3 検知部の温度を確認する（TEMP） 
 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して［2- 7 TEMP］を

選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 検知部の温度を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

3 MODE キーを押す 

［2- 7 TEMP］の表示に戻ります。 
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7-8 センサの使用開始日を設定する（S SET） 

センサの使用開始日を設定します。 

センサを交換した場合、この設定は無効になります。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して［2-13 S SET］を

選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の順に

切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

3 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 
センサの使用開始日設定が有効になっている場合は、手順 5 の画面

が表示されます。 

 

4 TEST/SET キーを押してセンサ使用開始日設定を有効にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 センサの使用開始日を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 MODE キーを押す 

手順 2 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 2 - 6 を繰り返します。 

 

7 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［2-13 S SET］の表示に戻ります。 
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3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔

［B2］の順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 
 

 

 

5 ▲キーまたは▼キーを押して［OFF］または［ON］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 
 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 

 

6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET- 0 INHIBIT］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2- 9 SETTING1］の表示に戻ります。 

 

注記 
 INHIBIT 設定を ON に設定したセンサは、検知モードに 

したときに、濃度表示と［INHI.］が交互に表示されます。 
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6 ▲キーまたは▼キーを押して第二警報点の警報値を設定し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 6 を繰り返します。 

 

7 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET- 1 ALM P］の表示に戻ります。 

 

8 MODE キーを押す 

［2- 9 SETTING1］の表示に戻ります。 

 

 

  

＜第二警報点の設定＞ 
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7-9-3 警報遅延時間設定（ALM DLY） 

センサごとに警報遅延時間を設定します。 

外部から侵入するノイズによる誤警報を防ぐため、一時的に動作を保留にする時間（0 - 60 秒）を設定します。 

初期設定は 2 秒です。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2- 9 SETTING1］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 2 ALM DLY］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の

順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 

 

 

 

5 ▲キーまたは▼キーを押して警報遅延時間を設定し、TEST/SET

キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 
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6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET- 2 ALM DLY］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2- 9 SETTING1］の表示に戻ります。 
 

7-9-4 故障警報テスト（F TEST） 

センサごとに故障警報テストを行います。 

本器の故障時に、故障警報が発報されるかどうかをテストします。 

 警告 

 故障警報テストを行うと、メンテナンスモード中でも設定によって故障接点が動作します。操作する場合は注意

してください。 

 INHIBIT 設定が ON になっているセンサは、故障警報テストは行えません。  
 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2- 9 SETTING1］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 4 F TEST］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押してテストするセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の

順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押してテストするセンサを確定する 
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7-10-1 日時設定（DAY TIME） 

内部時計の日時（年、月、日、時、分）を設定します。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 1 DAY TIME］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ▲キーまたは▼キーを押して年（西暦）の下 2 桁を設定し、

TEST/SET キーを押す 
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5 ▲キーまたは▼キーを押して月を設定し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 ▲キーまたは▼キーを押して日を設定し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 ▲キーまたは▼キーを押して時（24 時間表示）を設定し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

8 ▲キーまたは▼キーを押して分を設定し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時が設定され、［SET- 1 DAY TIME］の表示に戻ります。 

 

9 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 
 

注記 
 日時の各設定で MODE キーを押すと、1 つ前の設定に戻ることができます。 

 手順 3 で MODE キーを押すと、日時の設定をキャンセルして［SET- 1 DAY TIME］の表示に戻ることができま

す。  
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7-10-2 ゼロサプレス値設定（SUPPRESS） 

センサごとにゼロサプレス値を設定します。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 2 SUPPRESS］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の

順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 

 

 

 

 

5 ▲キーまたは▼キーを押してゼロサプレス値を設定し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 
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6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET- 2 SUPPRESS］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 
 

7-10-3 ゼロサプレス方式設定（SUP TYPE） 

センサごとにゼロサプレス方式を設定します。 

以下のいずれかを設定できます。 

 CUT 方式（［CUT］）：ゼロサプレス値を超えた値がそのまま表示されます。 

 SLOPE 方式（［SLOPE］）：ゼロサプレス値を超えた値がなだらかに表示されます。 

初期設定は CUT 方式（［CUT］）です。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 3 SUP TYPE］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の

順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 
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5 ▲キーまたは▼キーを押して［CUT］または［SLOPE］

を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 

 

6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET- 3 SUP TYPE］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 
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5 ▲キーまたは▼キーを押して［ND］または［NE］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 ▲キーまたは▼キーを押して［ND］または［NE］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 6 を繰り返します。 

 

7 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET- 6 RLY PTRN］の表示に戻ります。 

 

8 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

  

＜第一警報接点の設定＞ 

＜第二警報接点の設定＞ 
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＜故障警報接点を設定する＞ 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 ［SET- 6 RLY PTRN］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［FLT RLY］を選択し、 

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

4 ▲キーまたは▼キーを押して［ND］または［NE］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

 

5 MODE キーを押す 

［SET- 6 RLY PTRN］の表示に戻ります。 

 

6 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 
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7-10-7 警報方式設定（ALM TYP） 

センサごとに警報方式を設定します。 

酸欠警報仕様のセンサを装着時に H-HH 方式、L-LL 方式、L-H 方式のいずれかを設定できます。 

初期設定は H-HH 方式です。 

注記 
 警報方式設定は、センサが酸欠警報仕様の場合にのみ設定できます。それ以外のセンサの場合は、H-HH 方

式になります。  
 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 7 ALM TYPE］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の

順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 
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5 ▲キーまたは▼キーを押して［H-HH］または［L-LL］、

［L-H］のいずれかを選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 

 

6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET- 7 ALM TYPE］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 
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7-10-8 警報動作設定（ALM PTRN） 

警報点の警報動作を設定します。 

自動復帰（［NL］）または自己保持（［L］）を設定できます。 

初期設定は自動復帰（［NL］）です。 

注記 
 警報動作の設定は機器動作に影響するため、通常は変更せずにご使用ください。  

 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 8 ALM PTRN］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［NL］または［L］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

［SET- 8 ALM PTRN］の表示に戻ります。 

 

4 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

注記 
 手順 3 で MODE キーを押すと、設定をキャンセルして［SET- 8 ALM PTRN］の表示に戻ることができます。  
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7-10-9 警報値リミッター設定（AL LIMIT） 

警報点リミッターの ON/OFF を設定します。 

初期設定は ON です。 

注記 
 警報値リミッターの設定は機器動作に影響するため、通常は変更せずにご使用ください。  

 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 9 AL LIMIT］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

［SET- 9 AL LIMIT］の表示に戻ります。 

 

4 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

注記 
 手順 3 で MODE キーを押すと、設定をキャンセルして［SET- 9 AL LIMIT］の表示に戻ることができます。  
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7-10-10 故障動作設定（FLT PTRN） 

故障警報動作を設定します。 

自動復帰（［NL］）または自己保持（［L］）を設定できます。 

初期設定は自動復帰（［NL］）です。 

注記 
 故障動作の設定は機器動作に影響するため、通常は変更せずにご使用ください。  

 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-10 FLT PTRN］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［NL］または［L］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

［SET-10 FLT PTRN］の表示に戻ります。 

 

4 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

注記 
 手順 3 で MODE キーを押すと、設定をキャンセルして［SET-10 FLT PTRN］の表示に戻ることができます。  
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7-10-11 流量自動調整設定（AT FLOW） 

流量自動調整機能の ON/OFF を設定します。 

ON にすると流量自動調整機能が有効になります。 

OFF にすると流量自動調整機能が無効になり、手動での流量調整が可能になります。 

初期設定は ON です。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-11 AT FLOW］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を選

択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

［SET-11 AT FLOW］の表示に戻ります。 

 

4 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

注記 
 手順 3 で MODE キーを押すと、設定をキャンセルして［SET-11 AT FLOW］の表示に戻ることができます。  
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7-10-12 ゼロ追尾設定（ZERO F） 

センサごとにゼロ追尾機能の ON/OFF を設定します。（‘6-4-2 ゼロ追尾機能’参照） 

初期設定は ON です。 

注記 
 ゼロ追尾設定は、センサの検知原理がニューセラミック式、および定電位電解式の場合にのみ設定できます。  

 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-12 ZERO F］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択す

る 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の

順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 
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5 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を選

択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 

 

6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET-12 ZERO F］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

7-10-13 24 時間ゼロ追尾設定（ZERO 24F） 

センサごとに 24 時間ゼロ追尾機能のを設定します。（‘6-4-2 ゼロ追尾機能’参照） 

初期設定は ON です。 

注記 
 24 時間ゼロ追尾設定は、センサの検知原理がニューセラミック式、および定電位電解式の場合にのみ設定で

きます。  
 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-13 ZERO 24F］を選択し、

TEST/SET キーを押す 
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3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の

順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 

 

 

 

5 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を

選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 

 

6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET-13 ZERO 24F］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 
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7-10-14 感度補正設定（S ASSIST） 

センサごとに感度補正機能の ON/OFF を設定します。（‘6-4-3 感度補正機能’参照） 

初期設定は ON です。 

注記 
 感度補正設定は、センサの検知原理が定電位電解式の場合にのみ設定できます。  

 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-14 S ASSIST］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］⇔［B2］の

順に切り替わります。 

選択中のセンサの設定値は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 

 

 

5 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を

選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 
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5 ▲キーまたは▼キーを押して［2.5］または［4-20］、

［HOLD］、［4.0］のいずれかを選択し、TEST/SET キー

を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 5 を繰り返します。 

 

6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET-15 MNT OUT］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 
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2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-18 ETHERNET］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ［IP Address］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

4 ▲キーまたは▼キーを押して IP アドレスを設定し、TEST/SET

キーを押す 

手順 4 を繰り返し IP アドレスの各桁の数字を設定します。 

 

 

 

 

5 ▲キーまたは▼キーを押して［Subnet Mask］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

6 ▲キーまたは▼キーを押してサブネットマスクを設定し、

TEST/SET キーを押す 

手順 6 を繰り返しサブネットマスクの各桁の数字を設定します。 

 

 

 

7 ▲キーまたは▼キーを押して［Default Gateway］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

8 ▲キーまたは▼キーを押してデフォルトゲートウェイを設定し、

TEST/SET キーを押す 

手順 8 を繰り返しデフォルトゲートウェイの各桁の数字を設定しま

す。 

 

 

9 ▲キーまたは▼キーを押して［DHCP］を選択し、TEST/SET キー

を押す 

 

10 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を選択し、

TEST/SET キーを押す 
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11 ▲キーまたは▼キーを押して［PLC Mode］を選択し、TEST/SET

キーを押す 

 

12 ▲キーまたは▼キーを押して PLC モードを設定し、TEST/SET

キーを押す 

 

 

 

 

13 ▲キーまたは▼キーを押して［PLC Area］を選択し、TEST/SET

キーを押す 

 

14 ▲キーまたは▼キーを押して PLC エリアを設定し、TEST/SET

キーを押す 

 
 

 

15 MODE キーを押す 

［SET-18 ETHERNET］の表示に戻ります。 

 

16 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

注記 
 ETHERNET の各設定で MODE キーを押すと、1 つ前の設定に戻ることができます。  
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7-10-19 ポンプ駆動レベル診断設定（PUMP CK） 

ポンプ駆動レベル診断の ON/OFF を設定します。 

ON にすると、定期的にポンプの駆動レベル診断が行われます。 

初期設定は ON です。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-19 PUMP CK］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を選択

し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

［SET-19 PUMP CK］の表示に戻ります。 

 

4 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

注記 
 手順 3 で MODE キーを押すと、設定をキャンセルして［SET-19 PUMP CK］の表示に戻ることができます。  
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5 ▲キーまたは▼キーを押して［0.5］または［21.5］、

［OPT］のいずれかを選択し、TEST/SET キーを押す 

［OPT］を選択した場合は、▲キーまたは▼キーを押し

て外部出力値を設定し、TEST/SET キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサの設定を行う場合は、手順 3 - 6 を繰り返します。 

 

6 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET-21 FLT OUT］の表示に戻ります。 

 

7 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

7-10-22 警告表示設定（CAU DISP） 

警告を LCD に表示するか否かを設定します。 

以下の警告ごとに ON/OFF を設定できます。 

各警告については、‘10. トラブルシューティング’を参照してください。 

 E-8X（E-80、E-81、E-82） 

 E- 9 

 E- 6 

 E-94 

 E-5X（E-50、E-56、E-57、E-58、E-59） 

 E-15 

 E-83 

 E-84 

 E-98 

初期設定は以下のとおりです。 

EA 仕様、ET 仕様 ：全ての警告が ON 

4 - 20 mA 仕様 ：［E-6］は OFF、それ以外は全て ON 
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1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-22 CAU DISP］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して故障コードを選択し、TEST/SET

キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を選

択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別の故障コードの設定を行う場合は、手順 3 - 4 を繰り返します。 

 

5 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET-22 CAU DISP］の表示に戻ります。 

 

6 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。  
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7-10-23 警告出力設定（CAU OUT） 

警告を外部出力するか否かを設定します。 

以下の警告ごとに ON/OFF を設定できます。 

各警告については、‘10. トラブルシューティング’を参照してください。 

 E-8X（E-80、E-81、E-82） 

 E- 9 

 E- 6 

 E-94 

 E-5X（E-50、E-56、E-57、E-58、E-59） 

 E-15 

 E-83 

 E-84 

 E-98 

初期設定は以下のとおりです。 

EA 仕様、ET 仕様 ：全ての警告が ON 

4 - 20 mA 仕様 ：［E-6］は OFF、それ以外は全て ON 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-23 CAU OUT］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して故障コードを選択し、TEST/SET

キーを押す 
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4 ▲キーまたは▼キーを押して［ON］または［OFF］を選

択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別の故障コードの設定を行う場合は、手順 3 - 4 を繰り返します。 

 

5 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET-23 CAU OUT］の表示に戻ります。 

 

6 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

7-10-24 表示ガス名設定（GAS NAME） 

センサごとに LCD に表示するガス名を設定します。 

ガス名は 8 文字まで設定できます。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 
 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-24 GAS NAME］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 
 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して設定するセンサを選択する 

▲キーまたは▼キーを押すごとに［A1］⇔［A2］⇔［B1］

⇔［B2］の順に切り替わります。 

選択中のセンサの［----］は点滅表示します。 

 

4 TEST/SET キーを押して設定するセンサを確定する 
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5 TEST/SET キーまたは MODE キーを押してカーソルを移動する 

次の文字に移動する場合は、TEST/SET キーを押します。 

前の文字に移動する場合は、MODE キーを押します。 

 

6 ▲キーまたは▼キーを押して文字を選択し、TEST/SET キーを押

す 

▲キーまたは▼キーを押すごとに、数字（0 - 9）、アルファベット 

（A - Z）、“－”（バー）、空白（スペース）が順に切り替わります。 

SHIFT キーを押すと、アルファベットの大文字と小文字が切り替わ

ります。 

 

7 手順 5 - 6 を繰り返し設定が終了したら、行末にカーソルを移動し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

手順 3 の表示に戻ります。 

行頭にカーソルを移動し、MODE キーを押しても手順 3 の表示に戻ります。 

続けて別のセンサのガス名を設定する場合は、手順 3 - 7 を繰り返します。 

 

8 設定が終了したら、MODE キーを押す 

［SET-24 GAS NAME］の表示に戻ります。 

 

9 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 
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7-10-25 LCD コントラスト調整（CONTRAST） 

LCD のコントラストを調整します。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2-10 SETTING2］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET-25 CONTRAST］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押してコントラストを調整し、TEST/SET

キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

［SET-25 CONTRAST］の表示に戻ります。 

 

4 MODE キーを押す 

［2-10 SETTING2］の表示に戻ります。 

 

注記 
 手順 3 で MODE キーを押すと、設定をキャンセルして［SET-25 CONTRAST］の表示に戻ることができます。  
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8 

部品の交換と清掃 
8-1 消耗部品の交換 

センサとダストフィルタは消耗部品です。 

使用状況に応じて、適宜交換してください。 

8-1-1 センサを交換する 

本体が動作中にセンサを交換する場合は、一時的にポンプとファンを停止してください。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して 

［2- 9 SETTING1］を選択し、TEST/SET キーを押す 

 

 

 

 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［SET- 3 MAINTE］を選択し、

TEST/SET キーを押す 

ポンプとファンが停止します。 
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ポンプとファンが再動作し、センサの再接続とセンサの組み合

わせが確認されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

13 センサの交換が終了したことを示す画面が表示されたら、

TEST/SET キーを押す 

［SET- 3 MAINTE］の表示に戻ります。 

 

交換が正しく行われなかった場合は、この項の‘＜センサが正

しく交換されなかった場合＞’を参照してください。 

 
 
 

14 MODE キーを押す 

［2- 9 SETTING1］の表示に戻ります。 

 

 注意 

 センサを本体に取り付けるときは、本体側コネクタとセンサ側コネクタの向きを合わせ、正しく固定されるよう

しっかり押し込んでください。正しく固定されていないとセンサが脱落したり、コネクタの破損につながるおそれ

があります。 

 センサの交換後は、必ずガス校正（ゼロ校正、スパン校正）を行ってください。  
 
 

注記 
 手順 6 のセンサの選択画面で SHIFT キーを押すと、直

前まで接続されていたセンサの情報を表示できます。 
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＜センサが正しく交換されなかった場合＞ 
センサが正しく交換されなった場合は、状況に応じて以下の画面が表示されます。 

 

 センサの交換が行われなかった場合 

TEST/SET キーを押して、［SET- 3 MAINTE］の表示に戻ります。 

ポンプとファンが再動作します。 

 

 

 

 

 

 センサの組み合わせ異常または使用不可なセンサがあっ

た場合 

検知モードに戻ることができません。センサの組み合わせ

（並び順）を確認し、弊社営業部にご連絡ください。 

 

 

 

 

注記 
 センサの組み合わせ異常の画面が表示された場合、SHIFT キーを押すと、同一の流

路でセンサを入れ替えて対応可能かどうかを確認できます。対応可能な場合は、セン

サの組み合わせ例が表示されます。 
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8-3 本器を清掃する 

本器が著しく汚れている場合は清掃してください。 

 清掃する場合は必ず電源を OFF にしてください。 

 乾いたウエスなどで汚れを拭き取ってください。 

水拭きや有機溶剤を使用しての清掃は故障の原因となります。 

 配管内部が著しく汚れている場合は、ガス検知に影響を及ぼす可能性があるので、ドライエアなどでクリーニングし

てください。 
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＜外観図＞ 

 
 

※ Ethernet ケーブル接続用の RJ-45 コネクタは本体底面にあります。 
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＜外観図＞ 

 
 

※ Ethernet ケーブル接続用の RJ-45 コネクタは本体底面にあります。 
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＜定電位電解式センサ使用時の注意点＞ 
定電位電解式センサを使用する場合は、以下の点に特に注意してください。 

 

1. 本器は、検知対象ガス以外のガス、溶剤蒸気等により干渉を受けます。 

 干渉による警報作動に注意してください。また、設置場所の環境の変化（温度・湿度など）によって変動することが

あります。 

 

2. 警報設定値は機器の性能の範囲で設定してください。 

 高圧ガス保安法対応設備では、弊社の指定する標準警報設定値（じょ限量）未満の場合、誤警報の原因となること

があります。 

 

3. 本器は保安機器で、制御機器ではありません。 

 本器の警報接点出力は、外部警報ランプ・ブザー用として使用してください。また、アナログ信号出力は、指示計ま

たは外部記録計用として使用してください。これ以外の制御用に使用された場合、弊社は誤作動などによるいか

なる補償も負いかねます。 

 

4. 本器のガス検知センサのガス接触部は多孔質高分子膜のため、溶剤の影響により膜の撥水性が低下し、内部電

解液が浸み出すおそれがあります。 

 検知部近傍での溶剤使用は避けてください。やむを得ず、溶剤を使用する場合は、使用時間中、および終了後の

約 1 時間は弊社推薦のフィルタをガス警報器の吸入口などに装着してください。 

 

5. 本器は、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含めた定期点検が必要です。また保安機器の

ため、法令に準拠して 6 ヶ月毎の定期点検およびガス校正を推奨します。 
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＜ニューセラミック式センサ使用時の注意点＞ 
ニューセラミック式センサを使用する場合は、以下の点に特に注意してください。 

 

1. 本器は、検知対象ガス以外のガス、蒸気により干渉を受けます。 

 干渉による警報作動に注意してください。また、設置場所の環境の変化（温度・湿度など）によって変動することが

あります。 

 

2. 警報設定値は機器の性能の範囲で設定してください。 

 高圧ガス保安法対応設備では、弊社の指定する標準警報設定値未満の場合、誤警報の原因となることがありま

す。 

 

3. 本器は保安機器で、制御機器ではありません。 

 本器の警報接点出力は、外部警報ランプ・ブザー用として使用してください。また、アナログ信号出力は、指示計ま

たは外部記録計用として使用してください。これ以外の制御用に使用された場合、弊社は誤作動などによるいか

なる補償も負いかねます。 

 

4. 本器に使用されているガス検知センサのガス感応部は金属の多孔質焼結体に酸化触媒を含浸させたものです。

焼結体表面にシリコーンや硫黄化合物が付着するとガス感応部の面積が低下し、大幅な感度低下を引き起こすこ

とがあります。 

 安全管理上、微量であってもシリコーンや硫黄化合物の存在下での本器の使用は避けてください。 

 

5. 本器は、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含めた定期点検が必要です。また保安機器の

ため、法令に準拠して 6 ヶ月毎の定期点検およびガス校正を推奨します。 
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＜半導体式センサ使用時の注意点＞ 
半導体式センサを使用する場合は、以下の点に特に注意してください。 

 

1. 本器は、検知対象ガス以外のガス、蒸気により干渉を受けます。 

 干渉による警報作動に注意してください。また、設置場所の環境の変化（温度・湿度など）によって変動することが

あります。 

 

2. 警報設定値は機器の性能の範囲で設定してください。 

 高圧ガス保安法対応設備では、弊社の指定する標準警報設定値未満の場合、誤警報の原因となることがありま

す。 

 

3. 本器は保安機器で、制御機器ではありません。 

 本器の警報接点出力は、外部警報ランプ・ブザー用として使用してください。また、アナログ信号出力は、指示計ま

たは外部記録計用として使用してください。これ以外の制御用に使用された場合、弊社は誤作動などによるいか

なる補償も負いかねます。 

 

4. 本器に使用されているガス検知センサのガス感応部は金属酸化物の多孔質焼結体です。焼結体表面にシリコー

ンや硫黄化合物が付着するとガス感応部の面積が低下し、大幅な感度低下を引き起こすことがあります。 

 安全管理上、微量であってもシリコーンや硫黄化合物の存在下での本器の使用は避けてください。 

 

5. 本器は、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含めた定期点検が必要です。また保安機器の

ため、法令に準拠して 6 ヶ月毎の定期点検およびガス校正を推奨します。 
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＜熱線型半導体式センサ使用時の注意点＞ 
熱線型半導体式センサを使用する場合は、以下の点に特に注意してください。 

 

1. 本器は、検知対象ガス以外のガス、蒸気により干渉を受けます。 

 干渉による警報作動に注意してください。また、設置場所の環境の変化（温度・湿度など）によって変動することが

あります。 

 

2. 警報設定値は機器の性能の範囲で設定してください。 

 高圧ガス保安法対応設備では、弊社の指定する標準警報設定値未満の場合、誤警報の原因となることがありま

す。 

 

3. 本器は保安機器で、制御機器ではありません。 

 本器の警報接点出力は、外部警報ランプ・ブザー用として使用してください。また、アナログ信号出力は、指示計ま

たは外部記録計用として使用してください。これ以外の制御用に使用された場合、弊社は誤作動などによるいか

なる補償も負いかねます。 

 

4. 本器に使用されているガス検知センサのガス感応部は金属酸化物の多孔質焼結体です。焼結体表面にシリコー

ンや硫黄化合物が付着するとガス感応部の面積が低下し、大幅な感度低下を引き起こすことがあります。 

 安全管理上、微量であってもシリコーンや硫黄化合物の存在下での本器の使用は避けてください。 

 

5. 本器は、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含めた定期点検が必要です。また保安機器の

ため、法令に準拠して 6 ヶ月毎の定期点検およびガス校正を推奨します。 
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改訂履歴 
 

版 改訂内容 発行日 
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